
５歳児クラス ８月 第２回 「おおきなきがほしい」 

 
保…保育士 講…講師 ★…保育士が準備する教材 

 

シアタータイム 

導
入 

・講：絵本を提示。「皆はどんなお家に住んでるの？」子ども達に問

いかけ「僕は木の上のお家に住みたいんだ」「こんなお家にね

…」（絵本を広げる）等でシアターに繋げる。 

教材  

★絵本 

★iPad(シアターセット) 

読
み
方 

①想像の世界に引き込まれるような雰囲気になるように読む。 

②各季節ごとの部屋の変化を感じ取れるようにう読み進める。 

※今回のお話は、全文を読み終えるまでにかなり時間を要します。 

講師の読み方次第で、子ども達の集中の仕方もぐっと変わります。

つまり、いかに講師自身がこの物語の世界に入り込んで読むことが

できるか、かおるになりきってかおるの世界観を伝えることができ

るかによって、「学習タイム」への意欲的な取り組みが変わってく

るのです。時間の許す限る、事前にきちんと読む練習をしましょう。 

保育士の役割 

・会話をする 

・子どもの一員にな

りお話を聞く 

 

 

 

がくしゅうタイム 

活動① 
ね
ら
い 描く 自分で考えたツリーハウスを描くことが出来る 

 

設
問 

あなたが住みたい「木の家」(ツリーハウス)を鉛筆で描きましょう 

つ
な
ぎ ・講：「素敵なお家だったね。先生も、ツリーハウスに住みたくなっちゃった」 

教材 

Ｐ１ 

★鉛筆 

活
動
内
容 

・講：「みんなは大きな木があったら、どんなツリーハウスにしたい？」どんなお家

がいいか考えて発言する。 

・講：「自分の住みたいツリーハウスを描いてみよう」 

・プリントと鉛筆を配布する。 

・悩んでいる子には講師・保育士でフォローしながら進めていく。 

保育士の役割 

・プリント配布 

・鉛筆配布 

・子どものフォロー 

・称賛 

活動② 
ね
ら
い ことば 自分のツリーハウスの紹介をすることができる 

 
設
問 

あなたが住みたいツリーハウスはどんなお家ですか。お話しましょう 

つ
な
ぎ ・講：「皆、素敵なツリーハウスが描けたね」 

教材 

Ｐ１（子どもの描いた

ツリーハウス） 

活
動
内
容 

・講：「前に出て来て自分のツリーハウスを紹介しましょう」 

・1人ずつ前に出て来て自分のツリーハウスを紹介する。 

・どんな秘密があるか、特徴や頑張って考えて描いたこと、自慢したいこと等々 

自分のことばで紹介する。 

・皆で拍手などして称賛する。 

保育士の役割 

・子どものフォロー 

・称賛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

数チャレ 
ね
ら
い 数 １０個の操作が出来る 

教材 

おはじき 

皿 設
問 

おはじき１０個の操作をしましょう 

活
動
内
容 

・今月は「１０」の数の操作です。 

予め皿におはじきを５個入れておき、別の皿（数個入っている）から５個取って

加え、全部で１０個になったか数える。 

保育士の役割 

・皿配布 

・子どものフォロー 

 

■出来たかな表 

【活動内容】 【ポイント】 

シアター 長い話を子ども達が飽きずに見ることが出来るよう工夫したか 

活動①描く 子ども達が自主的に描きたくなるような導入が出来たか 

活動②ことば 個々の絵を的確に褒めること（発表させること）が出来たか 

数チャレ 「５と５で１０」と素早く理解出来るように視覚的効果を用いて指導出来たか 

 

 


